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2 ペパーミントの匂い刺激中， YEP は，長潜時成
分では有意にi替時延長，振幅減少し，短潜時成分
では有意に振幅減少した。脳波は有意な α2波の





抑制作用と th ym olepti c作用をもっ可能性が示唆





事象関連電位6,7・ 12l, PE T (po sitr on emi ss ion tom ogra -
ph y) 8, 12）などによる研究がある。しかし，匂いが大脳









YEP における性別15 ）および精神疾患16, 17）の影響を避け
るために，健常成人男性を対象とした。被験者にはあら
かじめ本研究について充分な説明を行い同意を得た。






















2・3 YE P および脳波の記録方法
各被験者の頭皮上に10-2 国際電極法に準拠して記録










状態を脳波で監視した。遮音した Retinograh MSP- 2 R 
（日本光電，以下特記なければ同じ）の XENON 管か
ら， 0.6joules のenrgy の単発閃光を，被験者の閉眼し





いている第2誘導（01 →A 1 + 2）および第5誘導（o1 
→Cz) 19）を用いた。VEP を含む脳波は，両記録誘導か
ら誘導され，前置増幅器AB-62M を用い，時定数
0.1sec ，高域filterOHz で， hum 除去機構を作動させず
増幅され，光刺激と同期する出ger pulse とともに Dat






前記Dat Record により録磁された VEP を含む脳波
と光刺激の triger pulse とを，筋電図などの artifact を視
察により除去して再生しながら加算平均装置（ATAC-
210, 1024adres ×2 2°bit ）で，解析時間1024msec にて
10 回加算平均して個々の VEP を記録し， Computer
(PANAFACOM U-lO ）によって日opy disk に録磁





(1 ）群平均 VEP の検討
両記録誘導別に，各記録時間ごとに，全15被験者の
VEP 波形を総加算平均した群平均VEP ( Group Mean 
VEP ）を求め， CRT (cathode-ry tube ）上で健常成人
男性10 名の compsite VEP1 3lと重ねて表示し，視察によ
りPl～ 8, N l～ 8の成分を特定し，その潜時および
振幅の変化を検討した。
( 2）各被験者の VEP の検討
















算出した（Del 3s/L) o 周波数帯域は2.0Hz から30.
Hz までを分割してo(2.0 ～3. 75Hz ），。（4.0～7. 75Hz), 
α1 (8. 0～9. 75Hz ）， α2 (10. ～12. 75Hz ），。1(13. 0～ 
19. 75Hz), ~ 2 (20. 0～30. OHz ）の6帯域ごとにパワー
百分率を求めた。そして，匂い前パワ %ーの平均と匂い
中，匂い後の各記録時間のパワ %ーの平均の差を
Wilcoxn signed -ranks test によって検定した。また，各
周波数帯域の匂い中，匂い後の各記録時間のパワ %ー平
均の匂い前パワ %ー平均に対する比を求めた。





















におい強度 においの強さの感じ ラベンダー ペパー ミント。 無臭 O 人 O 人
何のにおいかわからないが，ややかすかに何かを感じる強さ 1 1 
2 何のにおいかわかる，らくに感じる弱いにおい 5 6 
3 明らかに感じるにおい 9 8 
4 強いにおい 。 。
5 耐えられないほど強いにおい 。 。




+4 極端に快 O 人 O 人
+3 非常に快 。 。
+2 ’快 8 6 
+l やや快 6 4 
0 快でも不快で、もない 5 
-1 やや不快 。 。
-2 不快 。 。
-3 非常に不快 。 。
-4 極端に不快 。 。
計15 人 計15 人
快－不快度表2
引制刷利引引引引引引出引















3 ・ 1各被験者の VEP の潜時の変化
ラベンダーによる匂い刺激中の70msec 以内の短潜時
成分では，第 2誘導では有意な変化はなく第 5誘導では，
N3 潜時が有意に延長した。 70msec 以降の長潜時成分で
は同じく匂い刺激中に 第 2誘導では N5 潜時が有意に
延長し，第 5 誘導では P4, N4, P5i 替時が有意に延
た。





が， P6 ～PS 成分の頂点問振幅は増大した（図 1）。
3 各被験者の VEP の変化
匂い刺激前の各被験者の VEP は基本的には対応する
記録誘導の匂い前群平均 VEP 波形に準じており，概ね
Pl ～PS, N 1 ～NS の成分を特定することができた。




． 匂い刺激後30 分PS 
群平均 VEP
第 2誘導から記録された
群平均 VEP は，著明な N
3, P4 ～ 6, N 7 を，第
5誘導から記録された群平
均 VEP は著明な N3, P4 
～ 5, N5 を含むいずれも
概ね 3相性の輪郭を呈し，
Pl ～PS, N 1 ～NS の成
分が特定された（図 1）。
ラベンダーでは，匂い刺激中に両誘導ともに N3 潜時
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左はラベンダー右はペパーミント。縦軸は基線からの振幅 （50μV
50 30 20 10 
164 
長し，いずれも 15 ～30 分後まで持続した。また匂い刺激
中は有意に変化しなかったが匂い刺激後に，第 2 誘導で




潜時成分 P5 i替時が延長し匂い刺激後も持続した。第 2
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3 ・ 2 各被験者の YEP の振幅の変化
ラベンダーによる匂い刺激中 第 2誘導では頂点間振
表3 ラベンダーおよびペパーミントによる VEP 各成分潜時の変化
ラベンダー ペパーミント
第 2 誘導（01 →A1+2) 第 5 誘導（01 →CZ) 第 2 誘導（01 →A1+2) 第 5 誘導（01 →CZ)
BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/I ヨE A15/BE A30/BE 
p 1 16.8 107 128 107 15 .0 99 103 75 、16.7 159 15.3 99 84 107 
N 1 23.0 107 98 19 2.0 105 124 80 25.3 85 19 21 .2 18 127 
p 2 3.9 10 107 109 27.8 105 13 104 32.9 10 10 103 32 .0 97 96 93 
N 2 43.9 10 105 106 36.7 105 102 103 45 .7 10 99 104 37.4 102 102 95 
p 3 54. 104 104 109* 51.9 104 104* 105 57.1 10 10 108 51. 104 10 103 
N 3 69.4 104 105* 104* 70.3 104* 102 103 75.6 97 97 102 70.9 102 10 103 
p 4 94. 106 1 O* 108* 93 .6 106* 104* 105 ・102.5 103 10 10 96.2 102 10 10 
N 4 16 .2 10 108* 108 13 .3 108* 106* 107 ・12 .1 103 106* 105 10.9 102 103 104 
p 5 143 .8 104 108* 108* 134.7 106* 102* 102 149.1 99 102 99 130 .5 102* 102 103* 
N 5 17.5 106* 105 合 104 180.7 102 105* 1 O* 176.2 10 103 104 185 .3 10 102 10 
p 6 206. 10 104 104 25.9 99 105* 105* 205 .1 10 103 104 25. 10 10 104 ・
N 6 256. 10 103 108* 267.0 102 105* 107 “ 256.9 99 10 104* 264.8 10 104* 104 
p 7 295. 10 103 106* 310. 10 105* 105 290 .9 9 102 104 30.1 102 103 105 “ 
N 7 37 .5 10 102 103 356.7 10 103 103 342 .1 98 10 10 349.5 10 103 104 
p 8 390 .9 10 10 103 403 .6 10 102 103 38 .9 99 10 10 390 .5 10 105* 106 
N 8 428 .8 10 10 103 43 .7 10 102 105 426.5 99 10 10 432 .9 102 104* 105 
全15 被験者の各記録誘導から記録された各 YEP 成分の平均潜時 （msec ）の匂い刺激による変化。匂い刺激中と刺激後 2回
の計測値の匂い刺激前（BE ）の平均潜時に対する比 （%），及びその差の Wilcoxn signed ranks test の結果。（右添えの＊印，
*P<0.05, * *P< 0 .01) 
DU, Al5, A30 ：各々匂い刺激中，刺激後15 分， 30 分
表 4 ラベンダーおよびペパーミントによる河P 各成分平均頂点間振幅の変化
フベンダー ペパーミント
第 2誘導（01 →A1+2) 第 5誘導（01 →CZ) 第 2誘導（01 →A1+2) 第 5誘導（01 →CZ)
BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE 
P1-N1 194.0 165 74 158 152.0 56 46 5 198 .1 3 149.0 20 276 
N1-P2 185.6 19 23 498 104.1 178 79 140 120 .4 241 49 159.8 13 73 
P2-N2 392. 136 102 87 218 .0 1 13 106 494 .4 10 83 65 236.1 80 75 16 
N2-P3 460. 135 120 196 746. 94 103 86 423 .3 103 90 15 69. 90 10 129 
P3-N3 103.8 106 128 107 1290.8 24 9 17 1029 .3 7* 76 10 1424 .6 8 93 93 
N3-P4 291.8 105 105 93 260. 87 ” 102 86* 2464 .6 86* 96 94 269. 97 94 81* 
P4-N4 19 .0 67 ・ 250 157 176 .9 123 127 91 8. 150 153 36 745. 132 172 29 
N4 ・P5 1372 .7 87 13 138 82 .1 108 16 127 13.7 14 236 179 99 .0 126 13 98 
P5 ・N5 1352. 91 15 70 346 .8 68* 86* 92 167.4 71 82 103 417.2 71 “ 75 “ 75* 
N5-P6 132.0 103 123 107 2108.7 97 97 94 163 .9 85 74* 18 206.4 91 105 107 
P6-N6 190.7 128 102 1 1595 .3 156 187 183 169. 109 107 12 1246.5 149 179 185 
N6-P7 10. 3 108 19 105 138.5 138 12 129 80.4 19 198 27 12.9 159 140 16 
P7 ・N7 146.3 10 95 13 1620.9 89 97 91 1518 .0 12 98 123 149.8 12 149 12 
N7-P8 1278.9 152 18 12 1356. 107 1 93 178 .5 12 18 128 172.5 102 134 163 
P8-N8 1027 .0 149 123 99 1057 .9 14 16 145 1084.6 13 107 15 18.7 109 103 159 
全15 被験者の各記録誘導から記録された各四P 成分の peak-to ・peak 平均振幅の匂い刺激による変化。
匂い刺激中，後 2 回の計測値の匂い刺激前 （BE ）の平均振幅に対する比（%），及びその差の Wilcoxn signed ranks test の結果。（右添え
の＊印，＊P<0.5, * *P<0.01) 
DU, Al5, A30 ：各匂い刺激中，刺激後15 分， 30 分


























正の相関があり， α2波帯域と P3, 戸1波帯域と P7,
戸2波帯域と N3, N6 に負の相関があった。第5誘導
では8波帯域， α1波帯域と P3 に正の相関が， α2波
帯域と P3 に負の相関があった（表6）。
5・2 YEP 各成分の頂点間振幅と脳波パワ %ーとの
相関
ラベンダーの匂いでは第2誘導で8波帯域と頂点間振
幅N 6 -p 7, 戸2波帯域と N4-P5 に負の相関があっ
た。第5誘導では8波帯域と N5-P6, P6 N6 ，α2 
波帯域と P5-N5 で負の相関が，。波帯域， Pl波帯域
とP5-N5 で正の相関があった。
ペパーミントの匂いでは第2誘導で0波帯域と
P8-N8, ~2 波 と 3 の ，
2波帯域と P7-N7 が正の相関があった。第5誘導で
は8波帯域と N5-P6, p2波帯域と P4 N4が負の








周波数帯域（HZ) 8 。 α1 α2 (13. !~9. 75) (20. i-~o. 3)(2. 0-3. 75) (4. 0-7. 75) (8.0-9. 75) oo. oo 12. 75) 
第2誘導 BE 9.10 2.10 9. 70 26.0 17.40 15.0 
DU/BE 1. 02 0.97 1.5 1. 35 1. 0 1.6 
L Al5/BE 1. 09 1. 1.5 1.8 1. 07 0.96 
A30/BE 1. 25 1.40 1.4 0.9 1.4 0.9 
第5誘導 BE 7.60 21. 80 10. 26.0 18.0 15.90 
A DU/BE 1. 04 0.98 1.43 1. 72 1. 0 1. 
Al5/BE 1.0 1.3 1.34 1. 65 1. 03 0.96 
A30/BE 1.48 1. 37 1.5 1. 06 1.2 1. 06 
第2誘導 BE 6.40 16.40 8.90 35.20 18.20 14.80 
DU/BE 1. 51 1. 1. 0.85* 1. 09 1.32* 
p Al5/BE 1. 03 1.4 1. 3 1. 06 0.96 0.95 
A30/BE 1. 84 1. 73 1. 27* 0.9 0.96 0.86* 
第5誘導 BE 5.90 17.50 1. 20 35.0 17.0 13.40 
E DU/BE 1. 52 1. 0 1.4 0.96 1. 01 1. 2 
Al5/BE 0.85 1. 02 1. 35 1.2 0.95 1. 04 
A30/BE 1. 81 1. 63 1.7 1. 01 0.91 0.95 
両記録誘導における各周波数帯域の匂い刺激前（BE）のパワ %ーの平均と，匂い刺激中（ DU/BE ），匂い刺
激後15分（Al5/BE) , 30分（A30/BE ）のパワ %ーの匂い刺激前のパワ %ーに対する比の平均。およびその
差のWilcoxn signed ranks test の結果（右添えの＊印，＊P<0.5, * *P<0.1 ）。 LA ：ラベンダー ， PE ：ベ
ノtー ミント

















































一記録誘導からの EEG の各周波数帯域別パワー % と
の相関係数の検定結果。





あるいは後に短潜時成分 N3, P3 潜時が延長し，頂点
問振幅 N3 -P4 が減少し，匂い刺激中から後にかけて
長潜時成分 P4, N4, P5 潜時が延長し， P5-N5 振
幅が減少した。ペパーミントでは，短潜時成分潜時に有
意な変化を認めないが， P3-N3, N3-P4 振幅は有
意に減少し，長潜時成分においては匂い刺激中に有意に











また， SVEP は，約40msec までに網膜律動様小波群， 40 ～





表7 匂い刺激中，後の YEP 各成分の頂点間平均振幅と脳波と
の相関
～ N3P4 P4N4 N4P5 PSNS NSP6 P6N6 N6P7 P7N7 N7P8 P8N8 
0 
第。






































増加と p2 波帯域の有意な減少および有意ではないが O
波の増加を認めた。ラベンダーによる脳波変化について
は， Klem らは ei 皮カf増力目した3）としまた山口らは α1








用を示し， 30 分後には 0 波が増加することから覚醒度
の低下つまり催眠作用をきたしたと考えられる。YEP
においても短長潜時成分における潜時延長，振幅減少つ










覚醒時のヒトの 0 波を減少させた3）とし，木ノ桐は AEP
と脳波で覚醒度を上昇させた 13 ）と報告した。 Pietro らは
stage 2 の睡眠中のヒトに0.26mg/ £のペパーミントの
匂い刺激を与え， EEG 上，覚醒時 EEG に似た hig































前頭葉の嘆覚領 CPOF (centroposterior orbitofrontal cor-
tex ）へ到達する経路，②視床を経由しないで LPOF




























達物質もやはり GABA である 3 ）という。また視覚皮質
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170 井崎ゆみ子
The effect of odors of lavender and p叩permint on the human VEP (Visual Evoked 
Potential) and EEG 
Yumiko Izaki, Michiko Kinogiri, Sachiko Miki, Kazunari Yamnishi and Takumi Ikuta 
Department of Neuropsychiatry ,Schol of Medicne , The Universi 勿ofTkushima ,Tokushima 
(Director : Prof Takumi Ikuta) 
SUMMARY 
The efects of the two kind of odors, Lavendr and Pepermint, on the human VEP (Visual 
Evoked Potential) wer studied with 15 healthy male subjects aged 2 ～39 years. EGs containing 
VEPs evokd by flash stimuli once evry 5 sec wer derived 企om the two derivations (2 ch : 0 l→ 
A 1+2, 5 ch: 0 1→ Cz) and recorde on magnetic tapes. Reproducing the tapes, VEPs with 1024 
msec of analysis time wer obtained by averaging 10 陀 sponse ，組d EGs wer subjected to 出e
frequency analysis. In each experimental sesion, EGs containg VEPs wer recorde before, 
during and 15 and 30 minutes after the inhalation of air containg odor. Consecutive changes wer 
observd with group mean VEP. lndivisual VEPs wer subjected to 白e compnet analysis, and to 
the statistical asesment toge 出er with EEG frequency analysis. The folowing results wer obtained. 
1 . During and after 凶 1alation of Lavendr, latencies of the short and long latency compnets 
increased, and peak-to ・peak amplitudes decreased significantly . In EG, the power % ofα2 
frequency band increased, and then that of 0 increased significantly with EEG slowing . Thes findings 
indicate that Lavendr inhibits the visual sytem on the lateral geniculate body and visual cortex, 
probaly through GABA neuron sytem .The efect of Lavendr on CNS might be relaxation at first, 
組 d then up to sedation. 
2 . During inhalation of Pepermint, the latencies significantly increased and the peak-to -p eak 
amplitude significantly decreased with the long latency compnets of VEP, but not those of short 
latency compnets. Thes findings indicate that Peprmint does not inhibit the visual sytem at the 
subcortical level, and the inhibitory efect on CNS is mild, morev it might have some efect of the 
thymoleptic. 
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